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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンタクトと、各々が前記複数のコンタクトの各々を収容し、左右幅方向に沿っ
て上下２列状に配置された複数のコンタクト収容キャビティを有するハウジングとを備え
、前記コンタクトの各々及び／又は前記コンタクト収容キャビティの各々に設けられた一
次係止手段と、前記ハウジングに装着され、前記複数のコンタクトの二次係止手段として
のリテーナとを備えた二重係止コネクタにおいて、
　前記ハウジングには、前記上下２列のコンタクト収容キャビティ間の第１空間及び該第
１空間に連通し前記上下２列のコンタクト収容キャビティに交差する第２空間を有すると
ともに前記ハウジングの側面に開口したリテーナ装着孔を設け、
　前記リテーナは、前記ハウジングの側面の開口から前記リテーナ装着孔内に挿入される
とともに、前記第１空間を画定する上下の壁のうちの一方の壁に係止される係止突起を有
する弾性変形可能な第１係止アームと、前記第１空間を画定する壁のうちの前記第２空間
がある側と反対側の壁に係止される係止突起を有する弾性変形可能な第２係止アームとを
備え、
　前記第１係止アーム及び前記第２係止アームの一方が本係止アームであり且つ他方が仮
係止アームであり、
　前記本係止アームと前記仮係止アームの撓む方向が９０°異なっていることを特徴とす
る二重係止コネクタ。
【請求項２】
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　前記上下２列状のコンタクト収容キャビティは、前記左右幅方向に沿って千鳥配置され
ていることを特徴とする請求項１記載の二重係止コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンタクトを係止するリテーナがコネクタハウジングの側面から挿入される
サイドリテーナ型の二重係止コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のサイドリテーナ型の二重係止コネクタとして、例えば、図１５乃至１８に示すも
のが知られている（特許文献１参照）。図１５は、従来の二重係止コネクタの一部を切断
した断面図であり、リテーナが仮係止位置にある状態を示している。図１６は、従来の二
重係止コネクタの一部を切断した断面図であり、リテーナが本係止位置にある状態を示し
ている。図１７は、図１５及び図１６に示す二重係止コネクタに用いられるハウジングの
背面図である。図１８は、図１５及び図１６に示す二重係止コネクタに用いられるリテー
ナの背面図である。
【０００３】
　図１５及び図１６に示す二重係止コネクタ１０１は、ハウジング１１０と、ハウジング
１１０に取り付けられる複数のコンタクト１２０と、これらコンタクト１２０を二次係止
するためのリテーナ１３０とを具備している。
　ハウジング１１０は、絶縁性の樹脂を成形することによって略箱形に形成され、その後
方部（図１５における下方部）には、複数のコンタクト収容キャビティ１１１が左右幅方
向（図１５における左右方向）に上下２列状に所定ピッチで設けられている。各コンタク
ト収容キャビティ１１１には、コンタクト１２０を一次係止するためのハウジングランス
１１２が設けられている。また、ハウジング１１０の側面の後端側には、リテーナ装着凹
部１１３が形成されている。図１７に示すように、リテーナ装着凹部１１３から上下の各
コンタクト収容キャビティ１１１に対して上方に交差するように一対のリテーナ装着孔１
１４が設けられている。ここで、下側のリテーナ装着孔１１４の上面には、図１７に示す
ように、開口側（装着凹部１１３側）に仮係止突起１１５が設けられるとともに、奥側に
本係止突起１１６が設けられている。
【０００４】
　また、リテーナ１３０は、図１８に示すように、一対の脚部１３１と、これら脚部１３
１の端部を連結する連結部１３２とを備えている。リテーナ１３０の一対の脚部１３１は
、上下のリテーナ装着孔１１４内に挿入される。一対の脚部１３１のうちの下側のリテー
ナ装着孔１１４内に挿入される脚部１３１の上面には、係止突起１３３が突出形成されて
いる。リテーナ１３０は、係止突起１３３が仮係止突起１１５に係止されることにより、
図１５に示す仮係止位置に係止され、係止突起１３３が本係止突起１１６に係止されるこ
とにより、図１６に示す本係止位置に係止される。リテーナ１３０の一対の脚部１３１の
それぞれの下面には、図１８に示すように、複数の二次係止突起１３４がコンタクト収容
キャビティ１１１と同一ピッチで設けられている。
【０００５】
　各コンタクト１２０は、リテーナ１３０が図１５に示す仮係止位置にあるときに、ハウ
ジング１１０の後方から各コンタクト収容キャビティ１１１内に挿入される。この際に、
各コンタクト１２０は、ハウジングランス１１２により一次係止される。
　そして、リテーナ１３０を更に押し込んで図１６に示す本係止位置にすると、リテーナ
１３０の二次係止突起１３４が各コンタクト１２０のスタビライザ部の後側に位置し、各
コンタクト１２０を二次係止するようになっている。これにより、二重係止コネクタ１０
１の組立が完成する。
【特許文献１】特開２００１－１８５２７２号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図１５乃至図１８に示すサイドリテーナ型の二重係止コネクタ１０１は、自動車におけ
る電気接続部品として使用されるのが一般的であり、この分野において、近年、コンタク
ト収容キャビティの狭ピッチ化の要請が高まりつつある。
　図１５乃至図１８に示す二重係止コネクタ１０１においては、リテーナ１３０をハウジ
ング１１０内に収容し、一方の脚部１３１を上下２列状のコンタクト収容キャビティ１１
１間に挿入し、仮係止突起１１５及び本係止突起１１６を上下２列状のコンタクト収容キ
ャビティ１１１間に設けてあるため、コンタクト収容キャビティ１１１の狭ピッチ化に大
きな支障となることはない。
【０００７】
　しかしながら、二重係止コネクタ１０１にあっては、リテーナ１３０に設けられた係止
突起１３３が仮係止及び本係止の双方に用いられるようになっている。係止突起１３３は
、仮係止時に仮係止突起１１５に係止されるようになっているが、その際に仮係止突起１
１５によって変形してしまうこともあり、その変形したまま本係止に用いられると、本係
止強度が弱くなり必要な本係止強度が得られないことがある。
【０００８】
　また、リテーナ１３０を仮係止させるときには、リテーナ１３０の一対の脚部１３１を
上下のリテーナ装着孔１１４内に挿入し、下側の脚部１３１に設けられた係止突起１３３
を仮係止突起１１５を乗り越えるようにして係止させる。この際に、下側の脚部１３１が
下側のリテーナ装着孔１１４内に挿入されて容易に撓み変形できる構造になっていないた
め、係止突起１３３が仮係止突起１１５を容易に乗り越えることができず、係止突起１３
３及び仮係止突起１１５を無理に変形させて係止を行う。このため、リテーナ１３０の装
着作業が困難である。
【０００９】
　従って、本発明は上述の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、コンタクト
収容キャビティの狭ピッチ化を可能としつつ、リテーナの仮係止及び本係止の強度を強く
することができるとともに、リテーナの装着の作業性を向上させた二重係止コネクタを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明のうち請求項１に係る二重係止コネクタは、複数の
コンタクトと、各々が前記複数のコンタクトの各々を収容し、左右幅方向に沿って上下２
列状に配置された複数のコンタクト収容キャビティを有するハウジングとを備え、前記コ
ンタクトの各々及び／又は前記コンタクト収容キャビティの各々に設けられた一次係止手
段と、前記ハウジングに装着され、前記複数のコンタクトの二次係止手段としてのリテー
ナとを備えた二重係止コネクタにおいて、前記ハウジングには、前記上下２列のコンタク
ト収容キャビティ間の第１空間及び該第１空間に連通し前記上下２列のコンタクト収容キ
ャビティに交差する第２空間を有するとともに前記ハウジングの側面に開口したリテーナ
装着孔を設け、前記リテーナは、前記ハウジングの側面の開口から前記リテーナ装着孔内
に挿入されるとともに、前記第１空間を画定する上下の壁のうちの一方の壁に係止される
係止突起を有する弾性変形可能な第１係止アームと、前記第１空間を画定する壁のうちの
前記第２空間がある側と反対側の壁に係止される係止突起を有する弾性変形可能な第２係
止アームとを備え、前記第１係止アーム及び前記第２係止アームの一方が本係止アームで
あり且つ他方が仮係止アームであり、前記本係止アームと前記仮係止アームの撓む方向が
９０°異なっていることを特徴としている。
【００１１】
　また、本発明のうち請求項２に係る二重係止コネクタは、請求項１記載の二重係止コネ
クタにおいて、前記上下２列状のコンタクト収容キャビティは、前記左右幅方向に沿って
千鳥配置されていることを特徴としている。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明のうち請求項１に係る二重係止コネクタによれば、ハウジングには、上下２列の
コンタクト収容キャビティ間の第１空間及び該第１空間に連通し上下２列のコンタクト収
容キャビティに交差する第２空間を有するとともにハウジングの側面に開口したリテーナ
装着孔を設け、リテーナは、ハウジングの側面の開口からリテーナ装着孔内に挿入される
ので、上下２列のコンタクト収容キャビティ間にリテーナを配置できるため、コンタクト
収容キャビティの狭ピッチ化を図ることができる。また、リテーナは、第１空間を画定す
る上下の壁のうちの一方の壁に係止される係止突起を有する第１係止アームと、第１空間
を画定する壁のうち前記第２空間がある側と反対側の壁に係止される係止突起を有する第
２係止アームとを備え、前記第１係止アーム及び前記第２係止アームの一方が本係止アー
ムであり且つ他方が仮係止アームであるので、本係止アームと仮係止アームとを別個に備
え、それぞれの係止アームを本係止専用と仮係止専用にすることでリテーナの仮係止及び
本係止の強度を強くすることができる。さらに、仮係止アーム及び本係止アームは弾性変
形が可能であるから、仮係止及び本係止の際にそれら係止アームが容易に変形するため、
リテーナの装着作業を容易にすることができる。また、本係止アームと仮係止アームの撓
む方向が９０°異なっているので、リテーナ装着孔の第１空間内で本係止アームと仮係止
アームとが撓み可能となり、共通の空間内で２つの本係止アームと仮係止アームとが使用
でき、コンパクトな形状の二重係止コネクタとすることができる。
【００１３】
　また、本発明のうち請求項２に係る二重係止コネクタによれば、請求項１記載の二重係
止コネクタにおいて、前記上下２列状のコンタクト収容キャビティは、前記左右幅方向に
沿って千鳥配置されているので、コンタクト収容キャビティ内に収容されるコンタクトの
左右幅方向の配列ピッチを更に狭ピッチにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は、本発明に係る二重係止
コネクタの実施形態を示し、（Ａ）は正面斜め上方側から見た斜視図、（Ｂ）は背面斜め
上方側から見た斜視図である。図２は、二重係止コネクタからリテーナを分離した状態を
示し、（Ａ）は背面斜め上方側から見た斜視図、（Ｂ）は正面斜め下方側から見た斜視図
である。図３は、リテーナが仮係止位置にあるときの二重係止コネクタを示し、（Ａ）は
正面図、（Ｂ）は左側面図、（Ｃ）は背面図である。図４は、図３（Ｃ）の４－４線に沿
う断面図である。図５は、図３（Ｂ）の５－５線に沿う断面図である。図６は、図３（Ｂ
）の６－６線に沿う断面図である。図７は、図３（Ｃ）の７－７線に沿う断面図である。
図８は、リテーナが本係止位置にあるときの二重係止コネクタを示し、（Ａ）は左側面図
、（Ｂ）は背面図である。図９は、図８（Ｂ）の９－９線に沿う断面図である。図１０は
、図８（Ａ）の１０－１０線に沿う断面図である。図１１は、図８（Ａ）の１１－１１線
に沿う断面図である。図１２は、図８（Ｂ）の１２－１２線に沿う断面図である。
【００１５】
　図１乃至図１２において、二重係止コネクタ１は、ハウジング１０と、ハウジング１０
に取り付けられた複数のコンタクト（図７及び図１２参照）２０と、リテーナ３０とを備
えている。
　この二重係止コネクタ１は、図１３及び図１４に示すように、例えば燃料電池などの相
手接続体５０に対して接続されるようになっている。図１３は、二重係止コネクタを相手
接続体に対して接続する途中の状態の断面図である。図１４は、二重係止コネクタを相手
接続体に対して接続完了した状態の断面図である。図１３及び図１４において、相手接続
体５０には、二重係止コネクタ１を支持するためのコネクタ支持部５１が設けられている
。コネクタ支持部５１は、相手接続体５０の一端側から立ち上がる第１起立部５２に形成
されたロック部係止用凹部５３と、相手接続体５０の他端側から立ち上がる第２起立部５
５に形成された凸部係合用凹部５６とからなる。
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【００１６】
　ここで、ハウジング１０は、図１に示すように、略直方体状の下段ハウジング部１１と
、この下段ハウジング部１１の上側に位置する略直方体状の上段ハウジング部１３とを備
えている。下段ハウジング部１１及び上段ハウジング部１３は、絶縁性の樹脂を成形する
ことによって一体的に形成される。
【００１７】
　また、下段ハウジング部１１の後方部（図３（Ｂ）における左方部）には、図１（Ａ）
及び図３（Ｃ）に示すように、上段ハウジング部１１の左右幅方向（図３（Ｃ）における
左右方向）の一端部から突出する第１突出部１２が設けられている。第１突出部１２は、
図１（Ａ）に示すように、下段ハウジング部１１の後端面から前方に向けて前後方向略中
央部まで延びている。また、上段ハウジング部１３には、図１（Ｂ）及び図３（Ｃ）に示
すように、下段ハウジング部１１の左右幅方向における第１突出部１２がある端部と反対
側の端部から突出する第２突出部１４が設けられている。第２突出部１４は、図１（Ｂ）
に示すように、上段ハウジング部１３の後端面から前方に向けて上段ハウジング部１３の
前端面に至るまで延びている。第２突出部１４は、下段ハウジング部１１の側面の前方の
突出板部１１ａに連続している。このため、下段ハウジング部１１の側面には、第２突出
部１４及び突出板部１１ａにより、第２突出部１４及び突出板部１１ａに対して相対的に
窪んでいる凹部１１ｂが画定される。この凹部１１ｂは、隣接するハウジング１０の第１
突出部１２を隙間をもって受容できる寸法に設定されている。
【００１８】
　そして、下段ハウジング部１１及び上段ハウジング部１３のそれぞれには、図１（Ｂ）
、図３（Ｃ）及び図１２によく示すように、各コンタクト２０を収容するコンタクト収容
キャビティ１５が複数設けられて上下２列状のコンタクト収容キャビティ１５とされてい
る。上下２列状のコンタクト収容キャビティ１５は、ハウジング１０の左右幅方向に沿っ
て千鳥配置されている。
【００１９】
　このように、上下２列状のコンタクト収容キャビティ１５を左右幅方向に沿って千鳥配
置することにより、コンタクト収容キャビティ１５内に収容されるコンタクト２０の左右
幅方向の配列ピッチを狭ピッチにすることができる。そして、下段ハウジング部１１に、
上段ハウジング部１３の左右幅方向一端部から突出する第１突出部１２が設けられ、上段
ハウジング部１３に、下段ハウジング部１１の左右幅方向における第１突出部１２がある
端部と反対側の端部から突出する第２突出部１４が設けられている。これにより、左右幅
方向に千鳥配列した２列状のコンタクト収容キャビティ１５をハウジング１０に無駄なス
ペースを設けることなく設けることができる。
【００２０】
　また、下段ハウジング部１１の後端面の下端部には、相手接続体（図１３及び図１４参
照）５０のコネクタ支持部５１の凸部係合用凹部５６に係合して回転軸となる凸部１８が
後方に向けて突出形成されている。凸部１８は、図１（Ｂ）に示すように、下段ハウジン
グ部１１の左右幅方向の全域にわたって延びている。その一方、下段ハウジング部１１の
前端面の下端部には、図１（Ａ）に示すように、該下端部から前方に延び、そして湾曲部
を介して上方に延びるロック部１６が設けられている。ロック部１６には、相手接続体５
０のコネクタ支持部５１のロック部係止用凹部５３に係止されるロック突起１７が設けら
れている。ロック部１６の左右方向幅は、図１（Ａ）に示すように、下段ハウジング部１
１の左右方向幅よりも小さく設定されている。ロック突起１７の左右方向幅は、ロック部
１６の左右方向幅とほぼ同一である。下段ハウジング部１１の前端面の両側部には、ロッ
ク部１６の両側を覆うように延びる１対の保護壁１６ａ，１６ｂが設けられている。これ
ら保護壁１６ａ，１６ｂは、ロック部１６を外部から保護する。
【００２１】
　更に、下段ハウジング部１１及び上段ハウジング部１３には、図２（Ｂ）、図１３及び
図１４に示すように、相手接続体５０の板状の接触部材５７を受容する複数のスリット１
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９が下段ハウジング部１１の下面から上方に向けて形成されている。隣接するスリット１
９のうち一方のスリット１９は、図１２に示すように、下段ハウジング部１１の下面から
上方に向けて下段ハウジング部１１のコンタクト収容キャビティ１５を貫通するように形
成されている。また、隣接するスリット１９のうち他方のスリット１９は、下段ハウジン
グ部１１の下面から上方に向けて上段ハウジング部１３のコンタクト収容キャビティ１５
を貫通するように形成されている。
【００２２】
　そして、ハウジング１０を構成する下段ハウジング部１１及び上段ハウジング部１３に
は、図２に示すように、リテーナ３０が装着されるリテーナ装着孔４０が形成されている
。このリテーナ装着孔４０は、図２乃至図１２に示すように、上下２列のコンタクト収容
キャビティ１５間の第１空間４１及び第１空間４１に連通し上下２列のコンタクト収容キ
ャビティ１５に交差する第２空間４２を有する。また、リテーナ装着孔４０は、図２に示
すように、ハウジング１０の左側面に開口している。第１空間４１は、図２、図３、図４
及び図５に示すように、ハウジング２０の前後方向に細長く延びて上壁４１ａ及び上壁４
１ａに対向する下壁４１ｂと、後壁４１ｃとにより画定され、前側は第２空間４２に連通
している。第２空間４２は、図２、図３及び図１２に示すように、上下方向に細長く延び
て上下両端でコンタクト収容キャビティ１５に連通している。
【００２３】
　ここで、第１空間４１を画定する壁のうちの上壁４１ａには、図５及び図１０に示すよ
うに、リテーナ３０を本係止するための本係止用突起４４が設けられている。また、第１
空間４１を画定する壁のうちの後側壁４１ｃには、図４に示すように、ハウジング１０の
後端面に向けて貫通する貫通孔４５が形成されている。図４及び図９に示すように、第１
空間４１と貫通孔４５とが交差する後側壁４１ｃの角縁は、リテーナ３０を仮係止するた
めの仮係止用角縁４６とされる。
【００２４】
　次に、各コンタクト２０は、図７及び図１２に示すように、電線Ｗを圧着接続するため
の電線接続部２１と、電線接続部２１の前側に設けられた、接触部材５７が接触する接触
部２２とを備えている。各コンタクト２０は、金属板を打ち抜き及び曲げ加工することに
よって形成される。電線接続部２１の前側の両側壁には、コンタクト２０がコンタクト収
容キャビティ１５内に収容されたときに、当該コンタクト２０をコンタクト収容キャビテ
ィ１５の両側壁に対して一次係止するための１対の一次係止突起（一次係止手段）２４が
設けられている。また、電線接続部２１の後端縁は、二次係止用のスタビライザ部２３と
されている。また、接触部２２は、下側から接触部材５７を受容可能な１対の弾性接触板
で構成されている。
【００２５】
　更に、リテーナ３０は、ハウジング１０の左側面の開口からリテーナ装着孔４０内に挿
入されてハウジング１０に装着される。リテーナ３０は、図３乃至図７に示す仮係止位置
と図８乃至図１２に示す本係止位置の双方でハウジング１０に係止される。リテーナ３０
は、ハウジング１０のコンタクト収容キャビティ１５内に収容されたコンタクト２０の二
次係止手段として機能する。リテーナ３０は、図２に示すように、板状の基部３１を備え
ている。基部３１は、図４及び図９に示すように、前後方向に延びる前後延設部分３１ａ
とこの前後延設部分３１ａの前端から直角に右方向に延びる右延設部分３１ｂとを備えた
平面視でＬ字形に形成されている。リテーナ３０は、図２（Ｂ）に示すように、基部３１
の右延設部分３１ｂから下方（図２（Ｂ）では上方）に向けて突出形成された複数の下側
二次係止突起３３と、右延設部分３１ｂから上方（図２（Ｂ）では下方）に立ち上がる起
立壁３２と、起立壁３２から上方に向けて突出形成された複数の上側二次係止突起３４と
を具備している。下側二次係止突起３３は、下側のコンタクト収容キャビティ１５と同一
ピッチで配置され、リテーナ３０が本係止位置にあるときに図１２に示すように下側のコ
ンタクト収容キャビティ１５内に収容されたコンタクト２０を二次的に係止する。上側二
次係止部材３４は、上側のコンタクト収容キャビティ１５と同一ピッチで配置され、リテ
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ーナ３０が本係止位置にあるときに図１２に示すように上側のコンタクト収容キャビティ
１５内に収容されたコンタクト２０を二次的に係止する。下側二次係止突起３３及び上側
二次係止突起３４は、右延設部分３１ｂの延びる方向に沿って千鳥配置されている。
【００２６】
　また、リテーナ３０は、図２、図４、図５、図９及び図１０に示すように、本係止アー
ム３５と、仮係止アーム３７とを備えている。本係止アーム３５は、基部３１の前後延設
部分３１ａの前後方向略中央部から右方に延び、弾性変形可能に形成されている。本係止
アーム３５の先端には、第１空間４１の上壁４１ａに設けられた本係止用突起４４に係止
される本係止突起３６が設けられている。また、仮係止アーム３７は、基部３１の前後延
設部分３１ａの後縁から右方に延び、弾性変形可能に形成されている。仮係止アーム３７
の先端には、第１空間４１の後側壁４１ｃの仮係止用角縁４６に係止される仮係止突起３
８が設けられている。本係止アーム３５の撓む方向は上下方向となるように設定されてい
る。その一方、仮係止アーム３７の撓む方向は前後方向となるように設定されている。従
って、本係止アーム３５と仮係止アーム３７の撓む方向は９０°異なっている。リテーナ
３０は、絶縁性の樹脂を成形することによって形成される。
【００２７】
　次に、二重係止コネクタ１の組立方法について説明する。
　先ず、ハウジング１０のリテーナ装着孔４０にハウジング１０の左側面の開口からリテ
ーナ３０を挿入し、リテーナ３０を図３乃至図７に示す仮係止位置に位置させる。この際
に、リテーナ３０の基部３１のうちの左右延設部分３１ｂ、起立壁３２、下側二次係止突
起３３、及び上側二次係止突起３４はリテーナ装着孔４０の第２空間４２内に挿入される
。また、リテーナ３０の基部３１のうちの前後延設部分３１ａ、本係止アーム３５及び仮
係止アーム３７は第１空間４１内に挿入される。そして、仮係止突起３８が、図４に示す
ように、仮係止用角縁４６に係止される。仮係止突起３８の仮係止動作について説明する
と、リテーナ３０の挿入初期に仮係止突起３８が先ずハウジング１０の左側面に当接する
。リテーナ３０の挿入が進行すると、仮係止突起３８が第１空間４１の後側壁４１ｃに沿
いつつ仮係止アーム３７が前方に向けて撓む。さらにリテーナ３０の挿入が進行すると、
仮係止突起３８が貫通孔４５内に突出して仮係止アーム３７が元の状態に復元し、仮係止
突起３８が、仮係止用角縁４６に係止されるのである。このとき、本係止突起３６は、図
５に示すように、第１空間４１内を進行するが、本係止用突起４４に当接したところでそ
の進行が止まる。
【００２８】
　次いで、リテーナ３０が仮係止位置にあるときに、電線Ｗを接続した各コンタクト２０
をハウジング１０の後側から各コンタクト収容キャビティ１５内に挿入する。この際に、
リテーナ３０の下側二次係止部３３及び上側二次係止部３４は、図６に示すように、各コ
ンタクト収容キャビティ１５を塞ぐ位置にはないので、各コンタクト２０はスムーズに各
コンタクト収容キャビティ１５内に挿入される。すると、各コンタクト２０に設けた１対
の一次係止突起２４が当該コンタクト収容キャビティ１５の両側壁に対して圧入され、各
コンタクト２０がハウジング１０に一次係止される。
【００２９】
　最後に、リテーナ３０を押し込んで図８乃至図１２に示す本係止位置に位置させる。こ
の際に、本係止突起３６が、図１０に示すように、本係止用突起４４に係止される。本係
止突起３６の本係止動作について説明すると、リテーナ３０が仮係止位置のときには、本
係止突起３６は本係止用突起４４に当接しているが、リテーナ３０を押し込むと、本係止
突起３６が本係止用突起４４に沿いつつ本係止アーム３５が下方に向けて撓む。さらにリ
テーナ３０の挿入が進行すると、本係止突起３６が本係止用突起４４を乗り越えて本係止
アーム３５が元の状態に復元し、本係止突起３６が、本係止用突起４４に係止されるので
ある。
【００３０】
　リテーナ３０が本係止位置に位置すると、リテーナ３０の下側二次係止部３３及び上側
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二次係止部３４は、図１１に示すように、各コンタクト収容キャビティ１５を塞ぐ位置に
位置する。これにより、図１２に示すように、リテーナ３０の下側二次係止部３３及び上
側二次係止部３４のそれぞれは、上下２列のコンタクト収容キャビティ１５内に収容され
た各コンタクト２０のスタビライザ部２３の後側を二次的に係止する。これにより、二重
係止コネクタ１が完成する。
【００３１】
　本実施形態に係る二重係止コネクタ１によれば、ハウジング１０には、上下２列のコン
タクト収容キャビティ１５間の第１空間４１及び第１空間４１に連通し上下２列のコンタ
クト収容キャビティ１５に交差する第２空間４２を有するとともにハウジング１０の左側
面に開口したリテーナ装着孔４０が設けられている。そして、リテーナ３０は、ハウジン
グ１０の左側面の開口からリテーナ装着孔４０内に挿入される。このため、上下２列のコ
ンタクト収容キャビティ１５間にリテーナ３０を配置できるため、コンタクト収容キャビ
ティ１５の狭ピッチ化を図ることができる。
【００３２】
　また、リテーナ３０は、第１空間４１を画定する壁のうちの上壁４１ａに設けられた本
係止用突起４４に係止される本係止突起３６を有する本係止アーム３５と、第１空間４１
を画定する壁のうちの第２空間４２が設けられる側と反対側の壁（後側壁）４１ｃの仮係
止用角縁４６に係止される仮係止突起３８を有する仮係止アーム３７とを備えている。こ
のため、本係止アーム３５と仮係止アーム３６とを別個に備え、それぞれの係止アームを
本係止専用と仮係止専用にすることでリテーナ３０の仮係止及び本係止の強度を強くする
ことができる。
【００３３】
　さらに、本係止アーム３５及び仮係止アーム３７は弾性変形が可能であるから、仮係止
及び本係止の際に仮係止及び本係止の際にそれら係止アームが容易に変形するため、リテ
ーナ３０の装着作業を容易にすることができる。
　また、本係止アーム３５と仮係止アーム３７の撓む方向が９０°異なっているので、リ
テーナ装着孔４０の第１空間４１内で本係止アーム３５と仮係止アーム３７とが撓み可能
となり、共通の空間内で２つの本係止アーム３５と仮係止アーム３７とを使用でき、コン
パクトな形状の二重係止コネクタ１とすることができる。
【００３４】
　そして、二重係止コネクタ１は、図１３及び図１４に示すように、相手接続体５０に接
続される。
　この接続に際しては、先ず、図１３に示すように、二重係止コネクタ１を後端側を下に
した斜めにしてスリット１９に相手接続体５０の接触部材５７を挿入しつつ、ハウジング
１０の後端部に設けた凸部１８を相手接続体５０の凸部係合用凹部５６に係合させる。
【００３５】
　次いで、図１４に示すように、二重係止コネクタ１を回転軸となる凸部１８をほぼ中心
に前端側を下方に向けて回転させて、ロック部１６に設けたロック突起１７を相手接続体
５０の第１起立部５２の上方からロック部係止用凹部５３内に入れ込んで係止させる。こ
れにより、二重係止コネクタ１は相手接続体５０に対して接続されるのである。
　以上、本発明の実施形態について説明してきたが、本発明はこれに限定されずに種々の
変更、改良を行うことができる。
【００３６】
　例えば、一次係止手段として一次係止突起２４を各コンタクト２０に設けてあるが、各
コンタクト収容キャビティ１５側に各コンタクトを係止する手段、たとえばハウジングラ
ンスを設けてもよく、あるいは各コンタクト２０と各コンタクト収容キャビティ１５の双
方に設けてもよい。
　また、リテーナ装着孔４０は、ハウジング１０の左側面に開口するようにしてあるが、
ハウジング１０の右側面に開口するようにしてもよい。
【００３７】
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　更に、本係止突起３６は第１空間４１を画定する壁のうちの上壁４１ａに設けられた本
係止用突起４４に係止するようにしてあるが、下壁４１ｂに設けられた本係止突起に係止
するようにしてもよいし、上壁４１ａ又は下壁４１ｂに設けられた凹部に係止するように
してもよい。
　また、仮係止突起３８は第１空間４１を画定する壁のうちの後側壁４１ｃの仮係止用角
縁４６に係止するようにしてあるが、当該後側壁４１ｃに設けられた突起に係止するよう
してもよい。また、仮係止突起３８は後側壁４１ｃに限らず、第２空間４２が設けられる
側と反対側の壁に係止されればよい。
　更に、本係止アーム３５及び仮係止アーム３７の配置を入れ替えてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係る二重係止コネクタの実施形態を示し、（Ａ）は正面斜め上方側から
見た斜視図、（Ｂ）は背面斜め上方側から見た斜視図である。
【図２】二重係止コネクタからリテーナを分離した状態を示し、（Ａ）は正面斜め上方側
から見た斜視図、（Ｂ）は正面斜め下方側から見た斜視図である。
【図３】リテーナが仮係止位置にあるときの二重係止コネクタを示し、（Ａ）は正面図、
（Ｂ）は左側面図、（Ｃ）は背面図である。
【図４】図３（Ｃ）の４－４線に沿う断面図である。
【図５】図３（Ｂ）の５－５線に沿う断面図である。
【図６】図３（Ｂ）の６－６線に沿う断面図である。
【図７】図３（Ｃ）の７－７線に沿う断面図である。
【図８】リテーナが本係止位置にあるときの二重係止コネクタを示し、（Ａ）は左側面図
、（Ｂ）は背面図である。
【図９】図８（Ｂ）の９－９線に沿う断面図である。
【図１０】図８（Ａ）の１０－１０線に沿う断面図である。
【図１１】図８（Ａ）の１１－１１線に沿う断面図である。
【図１２】図８（Ｂ）の１２－１２線に沿う断面図である。
【図１３】二重係止コネクタを相手接続体に対して接続する途中の状態の断面図である。
【図１４】二重係止コネクタを相手接続体に対して接続完了した状態の断面図である。
【図１５】従来の二重係止コネクタの一部を切断した断面図であり、リテーナが仮係止位
置にある状態を示している。
【図１６】従来の二重係止コネクタの一部を切断した断面図であり、リテーナが本係止位
置にある状態を示している。
【図１７】図１５及び図１６に示す二重係止コネクタに用いられるハウジングの背面図で
ある。
【図１８】図１５及び図１６に示す二重係止コネクタに用いられるリテーナの背面図であ
る。
【符号の説明】
【００３９】
　１　二重係止コネクタ
　１０　ハウジング
　１５　コンタクト収容キャビティ
　２０　コンタクト
　２４　一次係止突起（一次係止手段）
　３０　リテーナ
　３５　本係止アーム（第１係止アーム）
　３６　本係止突起（係止突起）
　３７　仮係止アーム（第２係止アーム）
　３８　仮係止突起（係止突起）
　４０　リテーナ装着孔
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　４１　第１空間
　４１ａ　上壁
　４１ｃ　後側壁（側壁）
　４２　第２空間

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(12) JP 5155116 B2 2013.2.27

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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【図１７】
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